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 災害
さ い が い

に強
つよ

い八重瀬町
や え せ ち ょ う

を目指
め ざ

して！ 



津波による被害を受けた宮城県仙台市（仙台市空港近く） 









 各地
か く ち

の検潮所・験潮所・験潮場で観測された津波の高さ。 

岩手県
いわてけん

・宮城県・福島県・茨城県にかけての太平洋岸と、北海道
ほっかいどう

の一部で３ｍを超える大津波が観測された。

また、太平洋岸
たいへいようがん

の広い範囲で１ｍ以上の津波が観測されている。 

 検潮所の測定による津波の高さは、岩手県
い わ て け ん

の宮古で８.５ｍ（１５時２６分）以上、釜石で４.１ｍ

（１５時２１分）以上
いじょう

、大船渡で８.０ｍ（１５時１８分）以上、宮城県の石巻市鮎川で７.６ｍ（１５

時２５分）以上、福島県の相場で９.３ｍ（１５時５１分）以上などだった。ただ、東北地方
と う ほ く ち ほ う

のこれらの

検潮所は津波
つ な み

によって途中から観測データを送信できなくなったため、それ以降については記録が残っ

ていない。このうち相場の記録
き ろ く

のみ、引き波の後の 初の押し波が全て記録されているが、気象庁
きしょうちょう

はこ

の記録について、これ以降
い こ う

の津波の記録が他の検潮所と同様に計測できておらず、後続の波がこれより

も高くなった可能性
か の う せ い

を考慮して「９.３ｍ以上」と表現している。 

 日本気象協会
にほんきしょうきょうかい

は、岩手県宮古市から福島県相馬市までの沿岸の津波高（海上での津波の高さ）は約８

‐９ｍあったと推定した。一方、陸上の比較的海岸
ひ か く て き か い が ん

に近い地点での浸水高は、岩手県から宮城県まで

牡鹿半島
お し か は ん と う

までの三陸海岸で１０～１５ｍ前後、仙台湾岸
せんだいわんがん

の高いところで８‐９ｍ前後としている。津波
つ な み

の溯上高（斜面を駆け上がった高さ）は、岩手県では３０ｍ以上のところがあった。全国津波合同調査
ぜ ん こ く つ な み ご う ど う ち ょ う さ

チームの調査によると、津波の遡上高は岩手県宮古市
い わ て け ん み や こ し

の重茂姉吉地区において４０.５ｍにまで達したも

のが 大と見られており、この記録は明治三陸地震の 大記録
さ い だ い き ろ く

３８.２ｍ（同県大船渡市綾里地区
り ょ う り ち く

）を

上回
うわまわ

る、日本観測史上 大の遡上高となった。他に、宮古市田老地区の小堀内漁港近くで３７.９ｍ、

大船渡市三陸町綾里
お お ふ な と し さ ん り く ち ょ う り ょ う り

で３０.１ｍ、田野畑村島越で２７.６ｍの遡上高が確認
かくにん

されている。 



 東北大学
とうほくだいがく

の今村教授は、ＮＨＫが宮城県仙台市若林区で撮影した津波の映像を分析し、津波の速さは

沿岸
えんがん

から１ｋｍ内陸の地点では秒速約６ｍ・時速２０ｋｍ以上であったと明らかにした。 

 北上川では、この津波
つ な み

が河口から約５０ｋｍ上流の地点まで遡上したことが河川水位の記録データから

判明
はんめい

した。十勝川においても、河口から約１３ｋｍ上流の地点まで遡上した。 

 岩手県
い わ て け ん

の宮古市田老地区では、高さ１０ｍ、総延長２.４３３ｍの防潮堤を津波
つ な み

が乗り越え、防潮堤は

５８０ｍにわたって粉砕
ふんさい

された。岩手県釜石市では、ギネス・ワールド・レコーズに「世界 深の

防波堤
ぼ う は て い

」と認定されている全長２ｋｍ、深さ６３ｍの防波堤、釜石港湾口防波堤が２００９年に完成して

おり、津波によって防波堤自体
ぼ う は て い じ た い

は全体の７割が倒壊したものの、釜石市街地への浸水を約６分遅らせるこ

とができたとの分析結果
ぶ ん せ き け っ か

が報告されている。これに対し、岩手県普代村では、高さ１５.５ｍ、全長  

１５５ｍの防潮堤、普代水門により村の海岸地域
か い が ん ち い き

が守られ、村全体で死者０名、行方不明者１名の

人的被害
じ ん て き ひ が い

に留まっている。 

 警察庁
けいさつちょう

は１９日、東日本大震災で被災した岩手、宮城、福島県の

死亡者
しぼうしゃ

の死因と年代別の状況をまとめた。死因別
しいんべつ

では水死が約９割を

占め、年齢が判明
はんめい

している死亡者では６０歳以上が６割を超えた。 

 警察庁
けいさつちょう

によると、地震が起きた３月１１日から４月１１日までに

収容
しゅうよう

した遺体
い た い

は１万３１５４人で、このうち１万１０２６人の身元が

確認
かくにん

されている。 

 検視が終わった１万３１３５人について分析
ぶんせき

したところ、死因別で

は水死
す い し

が１万２１４３人（９２．５％）で大半を占めた。岩手県は    

８７．３％、宮城県は９５．７％、福島県
ふくしまけん

は８７．０％で、なかでも

宮城県
みやぎけん

の津波による被害の甚大さを示している。 

 その他は、焼死
しょうし

１４８人（１．１％）▽圧死・損傷死・その他５７８人（４．４％）。 

不詳は２６６人（２．０％）だった。焼死
しょうし

は岩手県（１．６％）、圧死・損傷死・その他は福島県 

（１２．６％）の割合
わりあい

が高かった。 

 年齢
ねんれい

や性別が判明した遺体は１万１１０８人で、 も多い年代は７０～７９歳の２６６３人  

（２４．０％）。８０歳
さい

以上
いじょう

が２４５４人（２２．１％）、６０～６９歳が２１２４人（１９．１％）

で、６０歳以上は計７２４１人で６５．２％に達した。身元の確認
かくにん

ができないなどの理由で年齢や性別

が判明しない遺体
い た い

は２０２７人（１５．４％）だった。 

 

（毎日ｊｐ「毎日新聞」４月１９日より引用） 

被災３県死者の年齢別内訳   

（岩手、宮城、福島の合計）   
※単位は％。年齢判明分対象。    

警察庁まとめ 



 被害が大きくなった理由は「すべて自然災害によるもの」と

言い切れるでしょうか。防災対策が不十分だったものもあるの

ではないでしょうか。もちろん、今回は研究者ですら完全には

予測できない大きな揺れでした。 

 １つの事例として、宮城県石巻市立の大川小学校を挙げた

い。ここは、学校の中で犠牲者が も多かった。報道による

と、全校児童は１０８人。いわゆる小規模校である。４月２５

日現在、警視庁によるとそのうち死者が６５人、行方不明者は

９人。教職員は１３人中９人が死亡、１人が行方不明。今な

お、自衛隊や警察、消防による捜索が続いている。 

 学校は一級河川・北上川から２００ｍほど離れた低地（海抜ほぼ０ｍ）にあり、河口からは４ｋｍほ

ど離れている。これまでにこの地域が大きな津波に見舞われることはなかったという。しかし、あの

日、河口から川を逆流し、学校を襲った。 

 ３月１１日５校時目を終えたとき、大きな揺れが襲った。

児童らは机の下にもぐり、先生の指示で校庭に集まった。怖

かったからなのだろう、泣き叫んだり嘔吐したりする児童も

いたという。 

 校庭に集まってすぐに点呼。担任の教師は、クラス全員が

そろっているのを管理職に報告。 

 校庭には、離れた地域の児童を送るためのスクールバスが

止まっていた。「今、校庭に並んだ子供の点呼を取っている

ところで、学校の指示待ちです。」男性運転手（６３）は運

営会社に無線で連絡した。これが 後の通信。男性運転手も

津波で死亡した。会社側は「詰め込めば児童全員を乗せられ

ただろう」としている。 

 教職員らは学校に避難してきた住民らと避難先を話し合っ

ていた。防災無線が大津波警報の発令を告げ高台への避難を

呼びかけたものの、避難先を巡って教職員らの意見がまとま

らず・・・。 終的には約２００ｍ西の新北上大橋たもとの

交差点への避難を決めた。 

☆不運が重なり、悲劇に・・・☆ 

 地震の後、何人かの保護者が車で児童を迎えに来た。教職

員がスクールバスや保護者たちへの対応をしていると、時間

は刻々と過ぎていく。その後、教職員は児童らを引率し、学 

校を後にした。列の前に、低学年の子ども、後ろに高学年。一行はこうして農道を歩く。向かったのは

２００ｍ程離れた小高い新北上大橋のたもとだった。そこの高さは、２階建ての校舎の屋根とほぼ同じ。 

 学校の裏には標高２００ｍほどの山があるが、そこには向かわなかった。校長によると、「山は泥炭地

であり、足が滑るので階段を作ることができたらいいな」と教職員らと震災前に話し合ったことがあった

ようだ。当日、教職員らは山に登ることは危険と判断したのかもしれない。 



 皮肉なことに、教職員と児童が向かった橋の方向から波が押し寄せてきた。「ドンという地鳴りがあ

り、何がなんだか分からないうちに列の前から津波が来た。逃げなきゃと思った」（生き残った）男性

教諭はその瞬間をこう証言した。波は河口とは逆方向の橋のたもと側から児童の列の先頭めがけて襲い

かかった。気づくと、裏山を登ろうとする児童が見えた。生い茂る杉で周囲は暗いが、ゴーという音で

足元まで水が迫っているのが分かった。「上に行け。上へ。死にものぐるいで上に行け！」と叫んでい

た。追いつくと３年の男児だった。くぼ地で震えながら身を寄せ合ったが、お互いずぶぬれ。「このま

までは寒くて危ない」と男児の手を引き、山を越えた。車のライトが見えた。助けられた。 

 地震発生から津波が到達するまでに４０分～５０分はあったという。だが、どこに避難するかと迷っ

たり、おびえる児童の対応をしたり、引率をしながら道を歩くと、この時間は短かったのかもしれな

い。激しい勢いの波は地域一帯に押し寄せ、教職員や児童は流された。逃げ遅れた児童らの遺体は学校

近くの沼地やがれきの下、５００ｍほど離れた田んぼなどで見つかった。 

 

☆保護者と学校との“対立” 

 学校や教育委員会の保護者への説明では、校庭で点呼を取るなどした対応に「なんですぐに逃げろっ

て言わなかったのか」と非難の声も出た。一方で「１０８人誰も欠けないように点呼し、先生はよく

やってくれた。誰が悪いと思ったことはない」と」話す保護者もいた。 

 教育委員会は産経新聞の取材に「想定外の津波だった。山が崩れる危険がある中、農道を行く以外に

方法があったかは分からない」と応じている。 

（ 後に教師は答えた） 

 事前に大きな地震が来るかもしれないと職員間で話し合っていたならば、学校からの避難場所やその

後の行動を規定しておくべきだった。その意味で危機管理マニュアルの不備と言わざるを得ない。それ

がない中での避難であったならば、どんぶり勘定ならぬ“どんぶり非難”と思える。 

 説明会で「誰が悪いと思ったことはない」と発言した保護者は立派。自分だけがよければよいという

風潮がある時代で、このような発言が出るならば学校と地域はきっとうまくやっていたのだろう。 

 今後、大地震が来たとき、地域がどうなるのかをシミュレーションしておく必要がある。地震の専門

家がテレビで説明する地震やその後の津波のシミュレーション画像を地域別にして各教育委員会や学校

に提出してほしい。 

 これらは今後のためにも検証していく意味はある。そこに意見の違いや衝突はあるだろうが、教職員

や児童らの生きたかった思い、声なき声に耳を傾けていくべきではないだろうか。 

（毎日新聞・産経新聞等より引用） 

津波前の大川小学校 津波後の大川小学校 

津波後の大川小学校・２階 津波にのまれて泥だらけのランドセル等 大川小学校周辺地域 



 「津波
つ な み

の時は井戸に気をつけろ」。岩手県大槌町栄町の佐藤綾子さん（５９）は二十数年前に近所の

高齢者
こ う れ い し ゃ

から聞いたこんな教えを覚えていて、津波から逃げ延びた。「昔聞いた話が本当に役に立つとは」

と先人の知恵に驚いた様子
よ う す

だった。 

 佐藤
さ と う

さんは二十数年前、当時小学生だった長女（３２）と、学校の学習発表会のために津波について

勉強
べ ん き ょ う

していた。そのとき、明治
め い じ

２９年に起きた明治三陸大津波に被災した近所のお年寄りから体験談を聞

いた。「津波の時は井戸
い ど

の水が引いて、ゴボゴボという音がする。井戸には気をつけて」と佐藤さんは振

り返る。それ以降、「津波
つ な み

が来そうな時はとにかく井戸を見る」と肝に銘じていたという。 

 この知恵
ち え

が今回の震災で生きた。揺れが収まった後、佐藤さんはすぐに自宅の井戸をのぞいた。  

「（井戸
い ど

の水が）今まで見たことないぐらいに真っ茶色に濁っていた。これはまずいと思って、すぐさま

逃
に

げた」 

 自宅
じ た く

は津波に飲み込まれたが、佐藤さんは高台に逃げて助かった。高台から見ると、町に煙がたなびい

ていた。「よく見ると水しぶきだった。あんなに近くまで来るなんて…」と今回の津波
つ な み

の壮絶さを語っ

た。「先人の教えは大事なんだと、今回
こ ん か い

のことで教わりました」と笑顔を見せた。 

  

（産経ニュース・３月１６日より引用） 

 久慈消防署普代分署の副分署長を務める立臼勝さん（５０）は「水門の高さがもう少し低かったら、

村にはすごい被害が出ただろう。もちろん私の命もなかった」と振り返る。 

 ３月１１日の地震直後、自動開閉装置の故障を知った立臼さんは、村を流れる普代川の河口から約６

００メートル上流にある水門に向かって消防車を走らせた。故障したゲートを閉めるには水門上部の機

械室で手動スイッチを使うしかないからだ。津波の危機感はあったが、「まさか、あれほど大きな津波

がくるとは思っていなかった」。 

 機械室に駆け上がって手動スイッチに切り替えると鉄製ゲートが動き、ほっと一息ついた。消防車に

乗って避難しようとしたとき、背後から「バキ、バキッ」と異様な音がするのに気付いた。普代川を逆

流してきた津波が黒い塊になって防潮林をなぎ倒し、水門に押し寄せてくる音だった。アクセルを踏み

込み、かろうじて難を逃れた。 

 津波は高さ２０メートルを超えていた。水門に激突して乗り越えたが勢いはそがれた。水門から普代

川上流にさかのぼってほどなく止まり、近くの小学校や集落には浸水被害はなかった。 

 立臼さんは「高い水門をつくってくれた和村さんのおかげ」と話した 

 和村さんとは、昭和２２年から１０期４０年にわたり普代村の村長を務めた故・和村幸得さんのこと

だ。昭和８年の三陸大津波を経験し、防災対策に力を入れた村長だった。 

 村では明治２９年の大津波で３０２人、昭和８年の大津波でも１３７人の犠牲者を出した歴史があ

り、和村さんは「悲劇を繰り返してはならない」と防潮堤と水門の建設計画を進めた。昭和４３年、漁

港と集落の間に防潮堤を、５９年には普代川に水門を完成させた。 

 ２つの工事の総工費は約３６億円。人口約３千人の村には巨額の出費で、建設前には「高さを抑えよ

う」という意見もあった。だが、和村さんは１５・５メートルという高さにこだわった。 

 普代村住民課長の三船雄三さんは「明治の大津波の高さが１５メートルだったと村で言い伝えられて

いた。高さ１５メートルの波がくれば、根こそぎやられるという危機感があったのだろう」と話す。和

村さんは反対する県や村議を粘り強く説得し、建設にこぎつけた。 

 村長退任時のあいさつで職員に対し「確信を持って始めた仕事は反対があっても説得してやり遂げて

ください」と語ったという和村さん。三船さんは「当時の判断が村民の命を守ってくれた、とみんな感

謝している」と話している。  

（産経ニュース４月２５日より引用） 



 「津波
つ な み

なんてここまで来るわけがない」。そう言われながら、

約１０年がかりで岩山に避難所
ひなんじょ

を造った男性がいる。７００人

以上
いじょう

が死亡した宮城県東松島市で、この場所
ば し ょ

が約７０人の命を

救
すく

った。 

 東松島市の野蒜地区
の び る ち く

。立ち並ぶ高さ３０メートルほどの岩山
いわやま

の

一つに階段が彫られ、登り口に「災害避難所
さいがいひなんじょ

（津波）」と書か

れた看板
かんばん

があった。お年寄りでも上れるように段差
だ ん さ

は低く、手

すりもある。平らになった 頂 上
ちょうじょう

には、８畳の小屋とあずま屋、海を見渡せる展望台
てんぼうだい

が立てられて

いた。 

 近くに住む土地の所有者
しょゆうしゃ

、佐藤善文さん（７７）が１０年ほど前から、退職金をつぎ込んで１人

で造った。「避難場所
ひ な ん ば し ょ

は家からすぐの場所になくちゃってね」。住民には「佐藤山」と呼ばれてい

た。地震
じ し ん

があった１１日、佐藤さんが４人の家族と犬を連れて登ると、すでに４０人ほどがここに

避難していた。津波
つ な み

は「ブォー」と膨れ上がって押し寄せ、立ち木や家屋がなぎ倒される音が「バ

リバリ」と響
ひび

いた。いったん波
なみ

が引いたあと、「第２波には耐えられない」とさらに人がやってき

た。「線路の辺りで波に巻き込まれた」という傷だらけの男性
だんせい

など４人も流れ着き、避難した「佐

藤山」の人々が棒を差し出して引っ張り上げた。避難者
ひなんしゃ

は７０人ほどになり、お年寄りやけが人は

小屋でストーブをたき、男性陣はあずま屋
や

でたき火をして夜を明かした。 

 夜が明けると、１９６０年のチリ地震
じ し ん

による津波でも床上浸水だった周辺は、流失した家屋やが

れきで埋め尽くされていた。避難
ひ な ん

した遠山秀一さん（５９）は「『ここには大きな津波は来ない

よ』と佐藤さんの作業
さぎょう

を半ば笑って見ていたけど、先見の明があった」と感謝
かんしゃ

する。 

 一方
いっぽう

、周辺では指定避難場所も津波に襲われ、多くの人が犠牲になった。佐藤さんはこれまで

「大きな津波は、建物ではダメ。高台
たかだい

に逃げるのが鉄則
てっそく

」と市に訴えたこともあったが、  

「佐藤山
さとうやま

」は指定
し て い

されなかった。 

 佐藤さんは「老後の道楽も兼ねて造った避難所
ひなんじょ

で一人でも多く助かっ

てよかった」と喜ぶ一方、「もっと多
おお

くの人に『ここに逃げて』と伝え

られていれば」と悔
くや

しさもにじませる。 

 「佐藤山」には、もともとあった山 桜
やまざくら

のほか、しだれ桜や数々の

山野草
やまやそう

が植えられている。津波
つ な み

に襲われた登り口付近の梅の木は、地震

後に白い花を満開にさせた。「早く平和な日常が戻るように」。佐藤
さ と う

さ

んは、様変わりした野蒜地区
の び る ち く

を見てそう祈っている。 

 

（asahi.comより引用） 

手作りの避難所を造った佐藤善文さん。

登り口には手書きの看板が掲げられてい

た＝２８日、宮城県東松島市、吉本美奈

子撮影 

「佐藤山」の全景。左の岩山の奥に小屋やあずま屋

がある。右下が登り口。手前の家の庭にはがれきが

流れ込み、家も使えなくなった＝宮城県東松島市 



 ２０１１年３月１１日（金
き ん

）１４時４６分１８秒

（日本時間
に ほ ん じ か ん

）、宮城県牡鹿半島沖
み や ぎ け ん お し か は ん と う お き

を震源として発生
は っ せ い

した東北地方太平洋沖地震
と う ほ く ち ほ う た い へ い よ う お き じ し ん

は、日本
に ほ ん

の観測
か ん そ く

史上 大
し じ ょ う さ い だ い

のマグニチュード（Ｍｗ）9.0を記録
き ろ く

し、震源域は

岩手県沖
い わ て け ん お き

から茨城県沖までの南北約500ｋｍ、東西
と う ざ い

約200ｋｍの広範囲に及んだ。この地震により、

場所
ば し ょ

によっては波高１０メートル以上
い じ ょ う

、 高遡上高
さ い こ う そ じ ょ う だ か

４０.５ｍにものぼる大津波
お お つ な み

が発生
は っ せ い

し、東北地方
と う ほ く ち ほ う

の

太平洋沿岸部
た い へ い よ う え ん が ん ぶ

に壊滅的
か い め つ て き

な被害をもたらした。また地

震の揺れや液状化現象
えきじょうかげんしょう

、地盤沈下
じ ば ん ち ん か

、ダムの決壊など

によって、北海道
ほ っ か い ど う

・東北
と う ほ く

・関東の広大な範囲で被害

が発生
は っ せ い

し、各種ライフラインも寸断
す ん だ ん

された。 
本震における日本各地の

震度分布図  

 ２０１１年６月１日時点で、震災
し ん さ い

による

死者
し し ゃ

・行方不明者は２万人以上、建築物
け ん ち く ぶ つ

の

全壊
ぜ ん か い

・半壊は合わせて１７万戸以上、ピー

ク時の避難者
ひ な ん し ゃ

は４０万人以上、停電世帯は

８００万戸以上、断水世帯
だ ん す い せ た い

は１８０万戸

以上
い じ ょ う

に上った。政府
せ い ふ

は震災による被害額を

１６兆から２５兆円と試算
し さ ん

している。 

 東日本大震災 阪神・淡路大震災 

死者 

（６月１日現在） 
１万５，３１０人 ６，４３４人 

行方不明者 

（６月１日現在） 
８，４０４人 ３人 

漁 船 ２万２，０００隻以上 ４０隻 

漁 港 ３００以上 １７ 

農 地 ２万３，６００ｈa    ２１３．６ｈa 

被 害 額 １６兆～２５兆円   ９．９兆円 

兵 

庫 

 地 震 と 津波
つ な み

に よ る 被 害 を 受 け た

東京電力福島第一原子力発電所
とうきょうでんりょくふくしまだいいちげんしりょくはつでんしょ

では、全電源を喪失し

て原子炉を冷却できなくなり、大量の放射性物質
ほ う し ゃ せ い ぶ っ し つ

の

放出
ほうしゅつ

を伴う重大な原子力事故
げ ん し り ょ く じ こ

に発展した（福島第一

原子力発電所事故
げ ん し り ょ く は つ で ん し ょ じ こ

）。これにより、周辺一帯
しゅうへんいったい

の住民は

長期の避難
ひ な ん

を強いられている。その他の発電所でも

損害
そ ん が い

が出たため、関東・東北地方は深刻な電力不足
で ん り ょ く ぶ そ く

に

陥
おちい

った。 


